
令和７年度 定時総会が開催されました

　去る６月12日（木）、令和７年度定時総会が宇治市産業会館で314名（委任状出席

者292名を含む）の出席のもと、松村淳子宇治市長、木本裕章宇治市議会議長、古

澤明京都府山城広域振興局長（代理）を来賓に招いて開催されました。

　開会にあたってのあいさつでは、平田研一理事長から６年度の事業実績について

は契約金額、会員数において５年度の実績を上回ることができ堅調に推移している。

これもひとえに会員の皆さんの頑張りによるものと改めて感謝を述べました。

　また、今年度は当センターの設立40周年を迎えることになり、これまで先輩諸兄

が築いてこられた伝統を引き継ぎつつ、少子化、超高齢社会に適応した新しいシル

バー人材センターの姿を見据えた取り組みを進めていく必要があり、会員の皆さん

には、当センター発展に引き続きご尽力いただきたいとお願いしました。

　議事では、平田理事長が議長となり、議案第１号「令和６年度事業報告について」、

議案第２号「令和６年度収支報告について」、議案第３号「権限の委任について」は、

採決の結果いずれも提案どおり承認されました。また、「令和６年度収支補正予算」

「令和７年度事業計画及び収支予算について」を報告しました。

　質疑では、派遣事業の仕組みについて質問があり、会員とセンターの間で雇用関

係が発生することや収益は契約者である京都府シルバー人材センター連合会から交

付されることを説明しました。また、設立40周年記念事業の内容に関する質問では、

10月26日（日）に宇治市生涯学習センターで開催することや会員等の表彰、記念講

演を予定していることを明らかにしました。そのほか、安全就労に関し熱中症対策

や雷対策についての質問では、発注者に対し協力を得られるよう働きかけていくこ

とを説明しました。

　また、出席会員から理事１名の解任を求める提案がされましたが、事前に通知し

た議案書の議題に上がっていないことから、定款の規定に基づき審議の対象とはし

ませんでした。

　なお、定時総会議案書は定時総会開催の通知と合わせて５月中旬に会員全員に、

地域班を通じてお送りをしました。ご協力をいただいた皆様に感謝を申し上げます。

◆定時総会であいさつする平田理事長
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～　役員の退任　～

　甲斐博理事が６月１３日ご逝去され役員退任となりました。
　令和５年６月の定時総会で理事ご就任以来２年間、当センターの運営に
ご尽力いただきましたことに心から感謝の意を表しますとともに、ご冥福
をお祈りします。

　去る６月12日（木）、令和７年度定時総会が宇治市産業会館で314名（委任状出席

者292名を含む）の出席のもと、松村淳子宇治市長、木本裕章宇治市議会議長、古

澤明京都府山城広域振興局長（代理）を来賓に招いて開催されました。

　開会にあたってのあいさつでは、平田研一理事長から６年度の事業実績について

は契約金額、会員数において５年度の実績を上回ることができ堅調に推移している。

これもひとえに会員の皆さんの頑張りによるものと改めて感謝を述べました。

　また、今年度は当センターの設立40周年を迎えることになり、これまで先輩諸兄

が築いてこられた伝統を引き継ぎつつ、少子化、超高齢社会に適応した新しいシル

バー人材センターの姿を見据えた取り組みを進めていく必要があり、会員の皆さん

には、当センター発展に引き続きご尽力いただきたいとお願いしました。

　議事では、平田理事長が議長となり、議案第１号「令和６年度事業報告について」、

議案第２号「令和６年度収支報告について」、議案第３号「権限の委任について」は、

採決の結果いずれも提案どおり承認されました。また、「令和６年度収支補正予算」

「令和７年度事業計画及び収支予算について」を報告しました。

　質疑では、派遣事業の仕組みについて質問があり、会員とセンターの間で雇用関

係が発生することや収益は契約者である京都府シルバー人材センター連合会から交

付されることを説明しました。また、設立40周年記念事業の内容に関する質問では、

10月26日（日）に宇治市生涯学習センターで開催することや会員等の表彰、記念講

演を予定していることを明らかにしました。そのほか、安全就労に関し熱中症対策

や雷対策についての質問では、発注者に対し協力を得られるよう働きかけていくこ

とを説明しました。

　また、出席会員から理事１名の解任を求める提案がされましたが、事前に通知し

た議案書の議題に上がっていないことから、定款の規定に基づき審議の対象とはし

ませんでした。

　なお、定時総会議案書は定時総会開催の通知と合わせて５月中旬に会員全員に、

地域班を通じてお送りをしました。ご協力をいただいた皆様に感謝を申し上げます。
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夏の安全対策

～熱中症予防・雷対策を心がけましょう～
　例年にない速さで梅雨が明け、本格的な夏が到来しました。
　近年増加している熱中症被害を防ぐため、発注者の皆様には、高温時に長時
間作業が続く場合には休憩の時間と場所を確保いただくようお願いしています。
会員の皆様には、日頃から規則正しい生活を心がけ、一人ひとりが体調管理を
行っていただくようお願いします。また、以下のイラストを参考に熱中症予防
対策をしっかり行ってください。
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▶就業中に熱中症により医療機関を受診された場合は・・・
　シルバー団体傷害保険で補償されます。　
就業中（就業場所までの往復を含む）に熱中症になり、医療機関を受診された
場合は事務局に連絡してください。

（4）令和7年7月発行 第  105  号



　「がん」や「生活習慣病」を予防するため、宇治市が実施しているがん検診
や健康診査を積極的に受診して、健康状態をチェックしてください。
　検診の日程や受診場所などくわしいことは、
　宇治市健康づくり推進課（２０－８７９３）にお問い合わせください。
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　最近の異常気象では高温による熱中症とともに、天候の急変による落雷の被
害も全国各地で報告されています。屋外での就業中に限らず外出中に雷が鳴っ
た場合には、気象情報を確認して落雷の危険性が高い場合には、建物や車の中
に避難するなどの対策を心がけてください。
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就業報告書の提出は毎月３日までにお願いします

　就業報告書の提出は、毎月３日（休日の場合はその翌日）が期限となって

います。

　就業報告書の提出が遅れると、皆さんへの配分金の支払いをはじめ、各種

代金の支払いが遅れることになりかねません。

　月末・月初の忙しい中ですが、期限内の提出にご協力いただきますようお

願いします。

設立40周年記念式典を開催します

事務局からのお願い

　当センターは1985年（昭和60年）７月に設立され、今年で設立40周年を迎
えます。
　これまでシルバー発展のため「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、先
輩諸兄が築いてこられた伝統を引き継ぎつつ、少子化、超高齢社会に適応した
新しいシルバー人材センターの姿を見据えた取り組みを進めていくため記念式
典を開催します。（詳細は別紙のご案内をご覧ください。）
　設立40周年を迎える本年が、昭和100年にあたることから、記念式典の催
しとして昭和展を開催します。式典会場に昭和時代の懐かしいグッズを展示し
ます。会員のお宅などに懐かしい昭和のグッズがあれば展示させてください。
ご提供いただける方は事務局までご連絡をお願いします。
　ご協力をお願いします。
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編集後記

　請負・委任業務の配分金は「ゆうちょ銀行」の口座へ、派遣業務の賃金は

「京都銀行」の口座へそれぞれ仕事をしていただいた翌月の末日に振り込みます。

振込日は、７月31日㈭・８月29日㈮・９月30日㈫・10月31日㈮ です。

　配分金・賃金の明細書を毎月お渡ししています。振込額の確認をお願いし

ます。

　事務局では入会時に提出いただいた入会申込書をもとに、会員情報を登録
し管理しています。入会後に変更や追加があった場合は事務局まで連絡をお
願いします。

例　・携帯電話の番号が変わった
　　・緊急連絡先が変わった
　　・FAXを設置した　廃止した
　　・希望する仕事や時間、曜日など条件の変更

　なお、個人情報に該当するものもあることから、本人の確認や折り返しの
連絡をさせていただく場合もありますので、ご了承をお願いします。

配分金・賃金の振込予定日

事務局への登録内容に変わりはありませんか？

6月中に梅雨が明けるという、今までに経験したことのない気象現象が起こって
います。猛暑の中では就業中のみならず、就寝中など私生活の中でも熱中症にな
るリスクは高くなります。年に１回は健康診査を受け、自身の健康状態を知って
おくことが熱中症対策だけでなく、健康的な日常生活を送るためには大切なこと
だと思います。
　また、奈良県では例年７月・８月に集中する落雷事故が４月に発生するなど、
近年の気候変動はこれまでの経験では想定できない事態を引き起こしています。
　今回のシルバーだよりでは、熱中症の対策、宇治市のがん検診・健康診査の情
報、落雷の対策に関する情報ページを４ページに増やし夏の健康管理、安全対策
を特集しました。これまでにない気象状況であることを理解し、一人ひとりが日
頃からの健康管理を心がけ、厳しい夏を乗り切りましょう。
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